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 事業概要 

詳細シミュレーションによる現象理解とモデリングにより設計に適⽤可能な燃焼器解析技術を取得
する. 

 
参考 URL: http://www.aero.jaxa.jp/research/basic/numerical/comb/index.html 

 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

当該分野で世界と肩を並べる研究を実施するために必要な計算機資源はスパコンでしか得られない. 
 

 今年度の成果 

AMM モデルの 2 次⾮線形渦粘性表現(QCR)は, コーナーで弱い 2 次流れを予測する課題があった. 
この課題に対し, コーナーフローにおける流れ⽅向平均渦度及びレイノルズ垂直応⼒の⾮等⽅性の重
要性を念頭に置き, 平均渦度に関する⾮線形項を追加することで QCR を改良した. 図 1 は流れ⽅向平
均渦度の分布であるが, 改良後の QCR は, コーナーで強い 2 次渦を再現し, コーナーの壁⾯せん断応
⼒の予測を, 改良前に⽐べて約 30%改善(図省略)するとともに, 航空分野で⽤いられる SA モデルの
QCR の予測を上回る(優位性がある)結果を得た.  

気液⼆相流解析ソルバに蒸発モデルを実装し, 蒸発を含む気液⼆相流詳細解析を実現した. また, 微
⼩重⼒下で実施された単⼀液滴の蒸発試験との⽐較により, ソルバの妥当性を明らかにした. 

 

現象解明とモデリングにもとづく燃焼器解析システムの研究 
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図 1: コーナーフローの予測結果 (流れ⽅向平均渦度の分布) 

 

 
図 2: 微⼩重⼒下における, 蒸発液滴内外の温度分布 
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 成果の公表 
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 JSS 利用状況 

 計算情報 
 

 

 JSS2 利⽤量 

総資源に占める利⽤割合※1 (%)：6.15 
 

     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利⽤割合※2 (%) 

SORA-MA 37,262,414.02 7.05 
SORA-PP 19,282.63 0.15 
SORA-LM 3,281.65 1.93 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
/home 1,734.78 1.59 
/data 37,629.75 0.73 
/ltmp 7,369.06 0.63 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利⽤量(TiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
J-SPACE 51.21 1.70 

 
※1 総資源に占める利⽤割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利⽤割合の加重平均 
※2 資源の利⽤割合：対象資源⼀年間の総利⽤量に対する利⽤割合 

  

プロセス並列⼿法 MPI または XPFortran 
スレッド並列⼿法 OpenMP 
プロセス並列数 1 - 512 
１ケースあたりの経過時間 2000 時間 
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 JSS3 利⽤量 

総資源に占める利⽤割合※1 (%)： 2.99 
 
     
内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利⽤割合※2 (%) 

TOKI-SORA 16,092,487.29 3.46 
TOKI-RURI 28,379.91 0.16 

TOKI-TRURI 0.00 0.00 
 

ファイルシステム資源 
ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 

/home 2,357.10 1.62 
/data 60,042.20 1.01 
/ssd 2,833.73 1.48 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利⽤量(TiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
J-SPACE 51.21 1.70 

 
※1 総資源に占める利⽤割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利⽤割合の加重平均 
※2 資源の利⽤割合：対象資源⼀年間の総利⽤量に対する利⽤割合 
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